
で

経 営 理 念

一．暖かい心と笑顔で、利用者の立場に立った満足度の

高いサービスを提供します。

一．利用者の皆様が、生きがいのある安全で安心した

生活が送れるよう自立を支援します。

一．地域との連携により、熟年者等の福祉・健康づくり

を推進します。

一．専門的な知識と技術と至誠のある職員を育成します。
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〒１３４－８６２５ 東京都江戸川区北葛西４－３－１６ 暖心苑

今
、
皆
様
に
お
伝
え
し
た
い
こ
と

暖
心
苑
施
設
長

関
口

浩
太
郎

今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
面
会
の
中
止
な
ど
利
用

者
様
を
は
じ
め
ご
家
族
の
皆
様
に
は
、
大
変
な
ご
心

配
と
不
自
由
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
ご

家
族
様
か
ら
の
お
手
紙
や
励
ま
し
の
お
言
葉
、
マ
ス

ク
や
消
毒
薬
の
寄
付
、
飲
料
の
差
し
入
れ
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
方
々
か
ら
暖
心
苑
へ
の
お
気
遣
い
を
頂
き

ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
企
業
さ
ん
か
ら
Ｎ
９
５
医

療
用
マ
ス
ク
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
、
ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
薬
な
ど
沢
山
の
ご
寄
贈
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

優
先
的
に
物
品
を
確
保
し
納
入
し
て
く
れ
た
業
者
さ

ん
も
い
ま
す
。

困
っ
て
い
る
と
き
、
大
変
な
時
に
手
を
差
し
伸
べ
て

く
れ
た
多
く
の
皆
様
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
お
陰
様
で
感
染
予
防
物
品
に
つ
い
て
は
当

分
の
間
心
配
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
暖
心
苑
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
熟
年
相
談
室
も
対
策
を
し
な
が
ら

平
時
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
第
二
波
、
三

波
の
流
行
も
懸
念
さ
れ
お
り
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。

欧
州
の
死
者
の
半
分
は
高
齢
者
施
設
で
発
生
し
て
い

ま
す
。
日
本
に
お
い
て
も
亡
く
な
っ
た
人
の
１
４
％

は
介
護
施
設
で
の
感
染
と
な
っ
て
い
ま
す
。
施
設
で

一
人
で
も
感
染
者
が
出
て
し
ま
う
と
、
深
刻
な
状
況

に
陥
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
行
動
に
全
て
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
気
を
引
き
締

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
目
に
見
え
ぬ
敵
と
の
長
い
戦

い
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
皆
様
に
は
ご

理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
の
平
穏
な
日
々
と
笑
顔
が
一
日
も
早
く

戻
っ
て
く
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

デイサービスのテーブルは

３密避けてゆったり配置

相談業務もアクリル板ごしに

玄関で実施

デイサービス利用者様の作品

オリンピックマスコットキャラクター



令
和
元
年
度
事
業
報
告(

概
要
）

東
京
清
音
会
の
令
和
元
年
度
決
算
及
び
事
業
報
告
等

は
五
月
開
催
の
理
事
会
に
お
い
て
書
面
決
議
さ
れ
、
六

月
開
催
の
評
議
員
会
に
お
い
て
書
面
決
議
さ
れ
た
。

施
設
経
営
に
あ
た
っ
て
の
「
法
人
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
及

び
「
経
営
理
念
」
に
沿
っ
た
基
本
方
針
・
事
業
計
画
に

基
づ
き
次
の
事
業
サ
ー
ビ
ス
活
動
を
行
っ
た
。

一

事
業
経
営
の
実
績

○
特
養入

所
者
の
体
調
不
良
、
重
症
化
で
入
院
者
や
入
退

所
が
多
く
、
目
標
値
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
。

〇
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

新
規
利
用
者
の
増
加
、
こ
ま
め
な
入
所
調
整
等
行

な
っ
た
が
、
目
標
利
用
率
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
。

○
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

一
般
・
認
知
症
通
所
介
護
に
つ
い
て
は
、
体
調
不

良
等
に
よ
り
長
期
入
院
・
療
養
で
休
む
方
や
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
利
用
者
、
施
設
入
所
者
が
多
く
、
一
般
通

所
介
護
は
目
標
利
用
率
に
達
し
な
か
っ
た
。

認
知
症
通
所
介
護
も
目
標
利
用
率
に
達
し
な
か
っ

た
。
収
入
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
前
年
を
下
回
っ
た
。

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

地
域
で
暮
ら
す
熟
年
者
か
ら
の
保
健
・
医
療
・
福

祉
・
認
知
症
な
ど
の
様
々
な
相
談
に
対
応
し
た
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
増
と
な
っ
た
。

○
居
宅
介
護
支
援
事
業

医
療
依
存
度
の
高
い
ケ
ー
ス
や
困
難
ケ
ー
ス
を
積

極
的
に
受
け
入
れ
新
規
プ
ラ
ン
作
成
に
努
め
ケ
ア
プ

ラ
ン
数
は
増
加
し
た
。

二

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
と
向
上

（
１
）
安
全
対
策

ア

事
故
予
防
対
策

事
故
予
防
対
策
と
し
て
「
事
故
発
生
の
防
止
及
び
、

発
生
時
の
対
応
指
針
」
に
基
づ
き
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
委
員
会
が
核
と
な
り
職
員
へ
の
周
知
徹
底
・

教
育
を
図
っ
た
。

イ

感
染
症
管
理
対
策
の
実
施

感
染
症
の
予
防
に
努
め
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
期
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
型
が
施
設
内
で
散
発
的

に
発
生
。
発
症
者
は
病
院
お
よ
び
暖
心
苑
医
師
指
示

の
も
と
苑
内
で
治
療
を
行
っ
た
。
そ
の
他
濃
厚
接
触

が
疑
わ
れ
る
方
は
、
昨
年
購
入
し
て
い
た
タ
ミ
フ
ル

の
予
防
的
服
薬
を
行
い
感
染
拡
大
を
予
防
し
た
。

ウ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
対
策
の
実
施

感
染
症
対
策
委
員
会
を
都
度
開
催
し
、
関
係
機
関

と
の
連
携
・
情
報
収
集
・
施
設
内
外
で
の
予
防
策
の

周
知
・
徹
底
。
家
族
等
の
面
会
制
限
・
予
防
物
品

（
マ
ス
ク
・
ア
ル
コ
ー
ル
等
）
の
補
充
・
確
保
に
努

め
た
。

エ

身
体
拘
束
廃
止
へ
の
取
組
み

身
体
拘
束
廃
止
委
員
会
が
核
と
な
り
関
係
職
種
の

職
員
が
連
携
を
し
、
平
成
三
十
年
十
二
月
以
降
、
身

体
拘
束
者
は
ゼ
ロ
の
ま
ま
推
移
し
て
い
る
。

オ

災
害
対
策

消
防
計
画
に
基
づ
き
各
種
防
災
訓
練
を
実
施
し
た
。

十
月
に
は
応
援
協
定
を
締
結
し
て
い
る
社
会
福
祉
法

人
む
つ
み
会
「
春
陽
苑
」
と
近
隣
住
民
と
の
合
同
訓

練
を
実
施
し
た
。
訓
練
後
は
首
都
圏
を
襲
っ
た
台
風

の
こ
と
も
あ
り
、
葛
西
消
防
署
内
で
仮
想
水
害
の

バ
ー
チ
ャ
ル
体
験
を
行
っ
た
。

（
２
）
利
用
者
へ
の
医
療
対
策

ア

医
療
・
看
護
体
制

十
月
よ
り
管
理
医
師
を
中
心
に
非
常
勤
医
師
に
よ

る
週
四
回
の
健
康
管
理
体
制
を
週
六
回
に
拡
充
し
た
。

協
力
医
療
機
関
と
連
携
し
て
入
院
治
療
及
び
専
門
外

の
診
療
科
へ
の
受
診
・
往
診
等
に
よ
り
、
利
用
者
の

疾
病
予
防
及
び
治
療
に
努
め
た
。

イ

看
取
り
介
護
の
実
施

｢

看
取
り
介
護
に
関
す
る
指
針
」
に
基
づ
き
、
最

期
の
時
ま
で
穏
や
か
に
過
ご
し
て
頂
け
る
よ
う
、
利

用
者
本
人
の
意
思
及
び
家
族
の
意
向
を
最
大
限
に
尊

重
し
、
看
取
り
介
護
を
十
三
名
実
施
し
た
。



で

ウ

褥
瘡
予
防
へ
の
対
応

｢
褥
瘡
対
策
指
針
」
に
基
づ
い
て
、
看
護
・
介

護
職
を
中
心
に
早
期
の
褥
瘡
・
皮
む
け
発
見
・
予

防
及
び
治
癒
に
努
め
た
。

三

事
業
運
営
の
透
明
性
の
確
保

（
１
）
財
務
諸
表
等
の
公
表

法
令
に
基
づ
き
、
情
報
公
開
、
情
報
開
示
と
し

て
、
施
設
内
掲
示
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
定
款
・

役
員
報
酬
規
程
、
事
業
報
告
決
算
報
告
書
、
現
況

報
告
書
を
公
表
す
る
な
ど
、
経
営
の
透
明
化
に
努

め
た
。

（
２
）
第
三
者
評
価
（
利
用
者
調
査
）
の
実
施

第
三
者
評
価
機
関
に
よ
る｢

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第

三
者
評
価｣

を
令
和
一
年
八
月
～
十
二
月
に
実
施

し
た
。
調
査
結
果
を
う
け
て
関
係
各
委
員
会
に
お

い
て
改
善
へ
の
取
組
み
を
行
っ
た
。

（
３
）
経
営
分
析
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
に
よ
る
経
営
分

析
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
令
和
二
年
一
月
～
三
月
に
実
施

し
、
次
年
度
の
事
業
計
画
に
反
映
さ
せ
た
。

（
４
）
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表

令
和
一
年
八
月
に
基
本
調
査
書
を
提
出
し
、
令

和
一
年
十
月
に
基
本
的
な
施
設
情
報
お
よ
び
調
査

情
報
を
「
と
う
き
ょ
う
福
祉
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
」

に
公
開
し
た
。

四

地
域
と
の
連
携
強
化

（
１
）
地
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
推
進

地
域
行
政
機
関
・
団
体
及
び
地
域
住
民
等
の
多
様

な
社
会
資
源
と
協
働
し
な
が
ら
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
総
合
的
な
介
護
予
防
・
支
え
合
い
を
実
践
す
る

た
め
地
域
包
括
視
線
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た
地
域
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を
実
施
し
た
。
（
介
護
予
防

教
室

等
）

（
２
）
地
域
へ
の
貢
献
活
動

地
域
の
熟
年
者
グ
ル
ー
プ
（
お
し
ゃ
べ
り
ク
ラ

ブ
）
に
施
設
・
設
備
を
開
放
し
、
昼
食
や
有
益
情
報

の
提
供
、
各
種
教
室
の
開
催
や
訪
問
の
受
け
入
れ
等

を
行
い
、
そ
の
活
動
を
支
援
し
た
。
（
月
一
回
）

（
３
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
見
学
者
・
実
習
生
等
の
受
入
れ

地
域
に
開
か
れ
た
施
設
と
し
て
、
①
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
②
小
学
生
・
園
児
と
の
ふ
れ
あ
い
③
養
成
校

等
の
実
習
生
の
受
入
れ
を
積
極
的
に
行
い
、
ま
た
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
を
兼
ね
た
「
感
謝
の
集
い
」
を

実
施
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
で
、
前
年
度
と
比
べ
減

少
し
た
。
小
学
校
・
園
児
等
の
訪
問
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
よ
り
増
加
し
て
い
る
。

五

苦
情
へ
の
対
応

個
別
相
談
、
特
養
事
業
で
あ
る
利
用
者
・
家
族
懇

談
会
及
び
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
第
三
者
委
員
の
巡
回

に
よ
り
相
談
、
苦
情
等
の
把
握
に
努
め
た
。
苦
情
申

出
に
つ
い
て
は
、
特
養
及
び
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
申
出
は
な
か
っ
た
。
第
三
者

委
員
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
特
養
の
事
業
で
あ
る
家

族
懇
談
会
へ
の
参
加
、
広
報
誌
の
掲
載
に
よ
り
利
用

者
、
家
族
へ
の
周
知
に
努
め
た
。

六

人
材
育
成
・
専
門
性
の
向
上

職
場
内
の
人
材
育
成
と
職
員
の
介
護
技
術
・
専
門

知
識
の
向
上
を
図
る
為
、
各
種
の
施
設
内
研
修
二
十

六
回
（
延
べ
一
八
八
名
）
、
外
部
研
修
六
十
回
（
延

べ
四
十
五
名
）
を
実
施
し
た
。

七

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
促
進
事
業
補
助
金
工
事

東
京
都
の
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
促
進
補
助
事
業
」
に
よ

り
、
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
設
備
を
館
内
電
話
と
統
合
し
た

シ
ス
テ
ム
に
更
新
。
ま
た
、
赤
外
線
で
ベ
ッ
ド
上
の

体
動
を
見
守
る
「
赤
外
線
シ
ル
エ
ッ
ト
セ
ン
サ
ー
」

を
二
十
台
導
入
し
た
。





新型コロナウイルスの感染拡大を受けて、2月初旬から厚生労働省発出の随時更新されるＱ

＆Ａを参考に感染症対策研修を実施し、基礎知識および対策・注意事項を全職員に周知した。

その後、感染症対策委員会を年度内に８回、4月～5月で９回実施し、新型コロナウイルスの各

種対策を実施した。職員の基本的予防対策の徹底。毎日、出勤前検温、状態確認・デイサービ

ス・ショートステイ等、利用者の迎え時の検温、状態確認の徹底と37.5℃以上で職員の出勤停

止・利用者の利用中止。マスク着用の呼びかけを徹底。衛生材料等、必要物品の手配および確

保に努め、納入業者の協力や寄贈等の厚意もあって必要な数量を確保出来ている。不要不急の

入館制限。ボランティアの受け入れ中止。家族の面会自粛要請から面会中止。施設内の消毒を

徹底した。

厚生労働省からの通知や2月25日付 政府の基本方針の発出を受けて対応の再確認、管理医

師・理事長出席し、新型コロナウイルス対策の徹底を再周知、都知事の会見を受けて対策を強

化し、三密を避ける為に行事等は縮小・中止とした。

各所清掃・加湿器の使用・定時換気の実施。施設内での感染症発症時に保健所等の調査に必要

な書類を作成。保育園休園・学童休止時の職員の休みに対し「子の看護休暇」を当て、有給対

応とした。

新型コロナウイルスの急激な感染拡大状況を受けた緊急事態宣言後の対応検討。面会再開の

目途が立たない中で、入所者の近況や写真を各御家族へ。移動自粛時も通常の出勤体制の方針

確認し職員へ通勤用マスクの配布も行った。デイサービス・いきいき事業休止、ショートステ

イ受入れ休止、デイサービス休止時の代替短時間サービス（お弁当・訪問リハ）実施など事業

の縮小営業と職員の給与を保証する為の対策を実施。

施設内感染発生時のシュミレーションの確認。ショート・デイサービス等、事業再開時の感

染症対策の確認。職員および利用者等の施設立ち入り２週間前からの健康観察チェックの徹底

など、新型コロナウイルス対策の長期化に伴い、刻々と変化する状況や新型コロナウイルスの

最新情報を受けて、今後も対策を迅速に実施していく。



突然の新型コロナウイルス感染の猛威は世界中で大き

な悲劇をもたらしています。

欧米での死者の半分は高齢者施設での発生と言われ、カ

ナダの82%を筆頭にイギリス、フランス、スペインな

ど50%を超える人達が施設で亡くなっています。我国

は14%と諸外国に比べれば低い数字ではありますが、

ひとたび感染者が発生すれば、職員も含めた大きなクラ

スターとなり、あっという間に施設機能は崩壊してしま

います。

暖心苑では政府専門家会議の指針に基づき、消毒の徹底

や常時マスクの着用、定期的な換気、職員の行動自粛の

促しなど行ってきました。 不自由をかけたご家族の面

会制限については、「新しい生活様式」を参考に、

段階的に緩和の方向で準備をしています。

とはいえ第2波への備えもしながらとなり

ますので、引き続き皆様には、暖心苑の

感染予防の取り組みにご理解とご協力を

お願い申し上げます。

・特養入所者のご家族様より【マスク・消毒液】

・江戸川区役所様、江戸川区社会福祉協議会様や議員様を通しての寄贈

【マスク】

・東京善意銀行 様【アルコール】

・株式会社メディカルシステムズ 様【フェイスシールド・アルコール】

・株式会社Serge源's 様【フェイスシールド】

コロナ対策のマスクや消毒薬等の御寄贈・御寄付を

以下の方々から頂きました

ありがとうございました

ありがとうございました

長らく面会制限を行っていましたが、

7月10日より再開いたします。

面会にあたっては、集中を避けるため、

①予約制で行います。相談員まで

ご連絡ください。

②週2回程度の面会とします。

③1回の面会は、1～2名まで15分

以内でお願いします。

④飲食はご遠慮ください。

⑤面会時にはマスク着用のうえ、

体温等の健康チェックと手指消

毒をお願いします。

詳しくは特養相談員まで



3月18日（水）、102歳（大正7年3月27

日生まれ）の誕生日を迎えられた、吉岡也丕

子様のお祝いの会を開催しました。新型コロ

ナウイルスの感染予防の為、ご家族様の参加

は見送りとなりましたが、利用者様・職員と

共にお祝いをすることが出来ました。吉岡様

は暖心苑で最年長の方ですが、とてもお元気

で職員のお手伝いをして下さったり、身の回

りの事もほとんどご自身でなさっています。

今後も笑顔多く生活して頂けるよう、お手伝

いが出来ればと思います。

この度、「赤い羽根共同募金」の地域配分補助金を

受け、長テーブルを20台購入しました。新しいテーブ

ルは軽く使い勝手もよく、早速デイサービスや会議に

使用しています。今はコロナ禍で中断していますが、

今後地域の集まりや勉強会などで

重宝されると思います。

紙面を借りて募金に協力

して頂いた江戸川区民の

皆様に感謝申し上げます。

熟年相談室では介護の相談や申請の他にも、江戸川区

から支給されるシルバーカーや紙おむつ、入院中のおむ

つ代の助成の申請なども受け付けています。また暖心苑

船堀では社会福祉協議会から支給される愛の杖の交付や

車いすの無料貸し出しも行っています。お気軽にご相談、

お立ち寄りください。

皆様の願いが
叶いますように



社会福祉法人 東京清音会

特別養護老人ホーム 暖心苑

暖心苑デイサービスセンター

暖心苑さわやか相談室指定居宅介護支援事業所

北葛西 熟年相談室 暖心苑

〒１３４－８６２５

東京都江戸川区北葛西４－３－１６

TEL ０３－３８７７－０１００（代表）

FAX０３－３８７７－０１８８

TEL ０３－３８７７－０１８１（北葛西 熟年相談室 直通）

船堀 熟年相談室 暖心苑

東京都江戸川区船堀2-15-17ドウエル船堀102号

TEL 03-5878-1521

http://www.danshinen.org

通 信 欄 様のご家族へ（ ／ ）

利用者担当

特養常勤 ①介護職員 ②看護職員

《 資格 》

①ヘルパー1級・実務者研修以上

または、福祉系専門学校・大学既卒者

②看護師

《 勤務時間 》

①日勤 9 ：30～18：30

早番 7 ：00～16：15

遅番 11：00～20：00

夜勤 17：30～9：45

②日勤 9 ：30～18：30

夜勤 17：30～9：45（希望者）

《 給与 》

①◆専門・短大卒・介護士 220,000～

（諸手当含む）

◆大学卒 230,000～（諸手当含む）

②296,000～

（オンコール３回・夜勤２回等諸手当含む）

《 待遇 》

◆夜勤手当・交通費・住宅手当等有り

◆社会保険完備、退職金制度・有給休暇有り

◆賞与年２回（前年度実績4か月）、昇給有り

◆特定処遇改善加算・処遇改善加算金有り

特養非常勤 介護職員

《 資格 》

初任者研修・ヘルパー2級～

《 勤務時間 》

日勤 9 ：30～18：30

早番 7 ：00～16：15

遅番 11：00～20：00

◆勤務時間・日数は相談に応じます。

給与 時給1,050円～（資格により）

◆その他各専従勤務（早番・遅番・夜勤・

入浴）も募集しております。

◆特定処遇改善加算・処遇改善加算金有り

特養非常勤 短時間勤務（介護）

《 資格 》

未経験者・無資格者の方も可

◆シーツ交換、その他

間接的な介護

◆勤務時間・日数は相談に応じます。

給与 時給1,030円

◆特定処遇改善加算・処遇改善加算金有

送迎ドライバー

非常勤介護職員（運転業務）

◆利用者の送迎全般

◆勤務時間・日数は相談に応じます。

時給1,030円～

予め電話連絡の上、履歴書

（写貼）郵送又は持参下さい。

面接日設定は後日法人より連

絡致します。

お問い合わせは

電話:０３（3877）0100

採用担当:事務長 佐藤 まで

介護・看護職員、送迎ドライバーを募集しています。ご応募お待ちしております

熟年相談室相談員

大場 優

熟年相談室相談員

新津 千尋

看護職員

太田 直子

新型コロナウイルス感染者が激増した

4月6日〜4月１８日の間、デイサービ

スは自主休業としました。

その間独居等で日常生活が心配な方々

には、昼食のお弁当を届ける配食サー

ビスや心身機能の低下が心配される方

には訪問リハビリを行いました。

４月２０日からは、感染予防のため

消毒や換気、3密にならぬよう人数

の制限等を行いサービスを再開し、

現在は活動スペースを拡大して徐々

に平常に戻せるよう職員一同

頑張っています。

広 報 委 員 会
関口浩太郎（施設長）、堀部美穂（相談員）、渡辺昭洋（ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ生活相談員）、野上美夏（事務員）


